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Abstract
Recently it is desirable for 14c ageS to correct the fractionation ettect of carbon isotopes and
also to calibrate thena to calendar year  The author describes at First the method tO correct the
fractionation effect and to calibrate 14c ageS to calendar year and then reports some examples
applied to charcoal samples
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1.はじめ に 2.同位体効果の補正
本学では1987年から14c年代測定を始め,青
森県内の市,町教育委員会から依頼を受けた遺
跡発掘試料や独自に採取した十和田湖や猿ヶ森
埋没林等に関する試料の年代測定をおこなって
きた19。また,それと同時に,環境試料の 14c
濃度測定。や試料処理方法の改良もおこなって
いる5,o。この間に,14c年代をさらに精密に求
めるため,大気中の二酸化炭素を吸収して植物
が生育するときの同位体効果を補正すること
が,通常おこなわれるようになり,また,得ら
れた14c年代を暦年代へ較正することもおこな
われるようになってきた719。そこで我々も,こ
れらの方法を取り入れることを計画し,安定同
位体比質量分析計を導入して,同位体効果を測
定し,パソコンソフトを用いて歴年代への較正
を試みたのでそれらの方法および実際の適用例
について報告する。
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植物は炭素同化作用によって大気中の炭酸ガ
スを体内に取り込み成長する。その炭素同化作
用の際,大気中の12c,13c,14cの組成と異なる
割合でこれ らの炭素同位体が取 り込まれる
と,14c年代測定の基礎的仮定がくずれる。した
がって,正確な年代値を得たい場合はこの点に
関する補正をおこなわなければならない。その
方法について以下に示す7,9。
δttCMは一般に (1)で表される。
δ13csノl=(13Rsス/1Wbr-1)×1000  (1)
ここで,13買Br=(13912c)Br,BIはPDB標準
試料を示す。13買y=(13912c)y,SAは測定試
料を示す。木材標準試料についてはδ13csT
が,-25%とわかっているので
δ13csT=(13買sπ/13買】′_1)×1000=-25(2)
ここで13買sT=(13c/12c)sT,STは木材標準試
料を示す。(1)より
13Rs4=13RBr(1+δ13cs/1/1000)   (3)
また (2)より
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